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１） 専門は何ですか
植物分類学、特にシダ植物を研究対象にしてい
ますが、研究基盤としての生物多様性情報の整
備に高い関心を持っています。

２）自身の研究内容と社会、一般との接点は
生物の系統や種分化の歴史をひもとく研究は、
その成果を生物の分類（名前）に適切に反映させ
ることによって、広く社会に浸透していくという

信念を持って研究しています。

３）研究する上での苦労や悩みなどはありますか
学会の運営に関する仕事や館内の事務的書類の
処理、標本閲覧のための来客への対応などで、
自身の研究にたどり着く前に暮れてしまった日
は、後悔の念に駆られます。

４）研究する上で一番大事だと思うことは何ですか
分類学の研究者は、生き物を目の当たりにする
と本能的に採集してしまうきらいがあります。
しかし、採集した生物を標本として作製・保管

するためには、多大なコストとスペースが必要
です。どんなコレクションが既に存在して、何
が今足りないのか、冷静なデータ分析に基づい
た調査・収集を心がけたいものです。

 「APG分類」という言葉、最近は植物図鑑などでも目にする
機会が増えました。DNAの塩基配列に基づいた系統樹が盛ん
に構築されるようになり、大きく塗り替えられた植物の系統関
係を、科レベル以上の分類に反映させたものがAPG分類で
す。DNA情報に基づいた植物分類の代名詞のように扱われる
こともありますが、APGの「A」は被子植物を指しますので、
裸子植物やシダ植物は扱われていません。　
　シダ植物では、2006年に米国の研究者ら6名が発表した
ものがDNA情報に基づいた分類体系の先駆け
です。さらに安定した分類を目指して、多数の
研究者の意見を集約するための「シダ系統グ
ループ」が2014年頃に設立されました。世界
に分散しているメンバー間の意見交換は電子
メールによって行われ、数十通が行き交う日も
ありました。属分類についての議論を行うため
に科ごとの分科会が作られ、私はコケシノブ科
のまとめ役として意見調整にあたりました。　
　2016年末、ついにシダ植物版APG分類であ
る「PPG I 分類体系」が公表されました。研究
者93名の意見を集約し、世界の約11,000種が
51科337属に再編されたのです。今後も新知
見を反映してPPG II、PPG 
I I I…とアップデートされて
いくことでしょう。　
参考：The Pteridophyte Phylogeny Group, 
2016. A community-derived classification 
for extant lycophytes and ferns. Journal 
of Systematics and Evolution 54: 563-603.

▲ PPG I分類体系の概念図。科名の後の数字は、
その科に含まれる（属数/種数）を示す。

▲ウ ス イ ロ コ ケ シノ ブ
Hymenophyllum pallidum（マ
レーシアで撮影）。以前はホ
ラゴケ属Trichomanesに分類さ
れることがあったが、PPG I
分類体系ではコケシノブ属に
分類される。

▶ 2017年7月に中国深圳市で開催され
た国際植物学会議で集合したPPGのメン
バー。（撮影：Jefferson Prado氏）
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『シダ植物の新しい分類体系“PPG”の構築』
ミズニラ科 (1/250)

ヒカゲノカズラ科(16/388)

イワヒバ科 (1/700)

アネミア科 (1/115)
フサシダ科 (2/35)
カニクサ科 (1/40)

ヤブレガサウラボシ科 (2/11)
マトニア科 (2/4)

ウラジロ科 (6/157)

コケシノブ科 (9/434)

ゼンマイ科 (6/18)
リュウビンタイ科 (6/111)
ハナヤスリ科 (10/112)
マツバラン科 (2/17)
トクサ科 (1/15)

ウラボシ科 (65/1652)

タマシダ科(1/19)
ツルキジノオ科(4/69)

ツルシダ科 (1/15)
シノブ科 (1/65)

ディディモクラエナ科 (1/1)
キンモウワラビ科 (2/22)

オシダ科 (26/2115)

ナヨシダ科 (3/37)
ヌリワラビ科 (1/8)
イワヤシダ科 (2/4)

ヘミディクティウム科 (1/1)

イワデンダ科  (1/39)
コウヤワラビ科 (4/5)
シシガシラ科 (24/265)

メシダ科 (3/650)

ヒメシダ科 (30/1034)

イノモトソウ科 (53/1211)

サンショウモ科 (2/21)
デンジソウ科 (3/61)
チルソプテリス科(1/1)
ロクソマ科(2/2)
クルキタ科(1/2)
キジノオシダ科(1/15)

メタキシア科(1/6)
タカワラビ科(1/9)

ディクソニア科(3/35)

ヘゴ科(3/643)

サッコロマ科 (1/18)
キストディウム科 (1/1)
ロンキティス科 (1/2)
ホングウシダ科 (7/234)

コバノイシカグマ科 (10/265)

ナナバケシダ科 (7/250)

チャセンシダ科 (2/730)

ヒカゲノカズラ目

ミズニラ目

イワヒバ目

トクサ目
マツバラン目
ハナヤスリ目
リュウビンタイ目
ゼンマイ目

コケシノブ目

ウラジロ目

フサシダ目

サンショウモ目

ヘゴ目

チャセンシダ亜目
　(真正ウラボシ類 II)

ウラボシ亜目
　(真正ウラボシ類 I)

サッコロマ亜目

ホングウシダ亜目

コバノイシカグマ亜目

イノモトソウ亜目

ウラボシ亜綱

(真正ウラボシ類)

シダ綱

(真葉植物)

(維管束植物)

デスモフレビウム科(1/2)

(薄嚢シダ類)

(シダ類)

トクサ亜綱（トクサ類）

リュウビンタイ亜綱

ハナヤスリ亜綱

ヒカゲノカズラ綱 (小葉類)

ウラボシ目

種子植物


